
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 海津市立下多度幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１１月２８日（金） 

 

実 施 概 要 

  
 ・地域の高齢者サロンに参加する。 
   
 ４箇所のサロンに参加する。１０月 ７日（火）・１０月１６日（木） 
              １１月２８日（金）・１２月 ９日（火） 
  
  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者  人 
計 １５ 人 

地域関係者   １５ 人 

 

実 施 状 況 

 ・４月に、地域の高齢者サロンの代表者より参加依頼がある。 

 ・地区の集会所に徒歩で行く。 

 ・幼児と高齢者が互いに自己紹介をする。 

 ・教師が演じるパネルシアターを観る。 

 ・わらべうた遊びをする。 

  （おはぎのよめいり・ずいずいずっころばし） 

 ・肩たたきをする。 

 ・プレゼントを渡す。（手作りの首飾り） 

 ・一緒に歌を歌う。 

  （ももたろう・ゆうやけこやけ） 

 ○普段の生活の中で高齢者と接することが少ない幼児にとって最初は戸
惑っている様子も見られた。しかし、ゆったりとした優しい笑顔で幼
児の歌に温かい拍手をくださったり一緒に触れ合って遊んだりするこ
とで、高齢者の方々の顔もほころび、それに答えにっこりする幼児が
見られた。 

 

成果及び課題 

 ・高齢者の人々とのかかわりを通して、いろいろな人々に親しみの気持
ちをもったり、人の優しさに触れたりして、他人を思いやる心が育っ
てきている。 

・回を重ねていくことにより、さらに自分からかかわっていこうとする
力になったり、様々な人と過ごす喜びや人との接し方などを学んだり
することができた。 

・幼児たちと高齢者の触れ合いを行事的なものではなく日常的に活発に
触れ合い、自然な触れ合いにしたいが職員の負担と幼児たちと高齢者
双方の健康面に対する不安から、行なうことが難しい。 

・今後も幼児が多様な体験の中で豊かな心を育んでいけるように、身近
な園内の物的・人的環境を再度見直し、遊びが充実するよう保育内容
の充実に努めていきたい。 

 


